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可児市は岐阜県の中南部に位置し、北端には木曽川が流れ、南西部は濃尾平野の北限として緩や

かなＲ､陵地が広がる水と緑の豊かな田園都市です。近年では名古屋市のベッドタウンとして発展を

続けています。

可児市では、前波の三ツ塚、次郎兵衛塚１号墳をはじめ数多くの古墳や柿田遺跡、川合遺跡群と

いった集落跡が見つかっています。

このたびの東海環状自動車道（八百津～笠原）の建設に伴い、事業の範囲にかかる遺跡について

記録保存をすることとなりました。本報告書は平成12年度に実施した杉ヶ洞３．５号古墳、前山２号

古墳の発掘調査の成果をまとめたものです。

今回の調査では、古墳時代後期と考えられる３基の古墳から、須恵器や金属製品を発見しました。

しおで

なかでも杉ヶ7同３号古墳からは、馬具である鞍に取り付けられた鞍が出土しました。また、３基の

古墳は柿田遺跡のすぐ南に位置しており、柿田遺跡との深い関連が考えられます。

本報告書が埋蔵文化財に対する認識を深めるとともに、当地の歴史研究の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び出士品の整理・報告書作成にあたりまして、多大な御支援・

御協力をいただいた関係諸機関並びに関係者各位、可児市教育委員会、地元地区の皆様に深く感謝

申し上げます。

平成15年12月

財団法人岐阜県教育文化財団

理事長日比治男
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１本書は、可児市柿田馬乗洞、前山に所在する杉ケ洞３．５号古墳、前山２号古墳（岐阜県遺跡番

号21214-04854,09598,04851）の発掘調査報告書である。

２本調査は、東海環状自動車道（八百津～笠原）建設事業に伴うもので、国士交通省多治見工事

事務所（現多治見砂防国道事務所）から岐阜県が委託を受けた。発掘調査及び整理作業は財団

法人岐阜県文化財保護センター（現財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センター）が実施

した。

３発掘調査は、伊藤秋男南山大学教授の指導のもとに、平成12年度に実施した。

４発掘調査及び整理作業の担当などは本書第１章第２節に一括掲載した。

５本書の執筆は、第２章第１節、第４章第１節は藤岡比呂志が、それ以外は澤村雄一郎が行った。

また編集は澤村が行った。

６発掘調査における作業員雇用、現場管理、掘削、遺物の洗浄・注記などの業務は小池士木株式

会社に、地形測量、石室の３次元測量（杉ケ洞３．５号古墳)、空中写真測量は（株）イビソクに

委託して行った。

７遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。

８金属製品の保存処理は、奈良文化財技術協会に委託して行った。

９発掘調査および報告書の作成にあたって、次の方々や機関から御指導・御協力をいただいた。

記して感謝の意を表する次第である（敬称略・五十音順)。

高橋健太郎、中嶌茂、長瀬治義、広瀬和雄、松本茂生、吉田正人

可児市教育委員会

ｌｏ本文中の方位は、国士座標第Ⅶ系の座標北を示している。

lｌ土居及び土器類の色調は、小山正忠・竹原秀雄1997「新版標準土色帖」（日本色研事業株式会

社）による。

１２横穴式石室側壁の左右については、奥壁側からみた呼称としている。

１３調査記録及び出土遺物は、財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センターで保管している。
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第１節調査に至る経緯1

第１章調査の経緯

第１節調査に至る経緯

杉ヶ洞古墳群は可児市柿田馬乗洞、前山に所在する。この地区において東海環状自動車道（八百津

～笠原）建設工事が計画きれ、工事予定地内における埋蔵文化財の詳細な位置を把握するために、平

成12年度に岐阜県教育委員会社会教育文化課文化室、可児市教育委員会、当センターが踏査を行った。

その結果、杉ケ洞３号古墳及び前山２号古墳が工事予定地内に存在することが明らかになった。ま

た、杉ケ洞３号古墳の南側に新たに古墳1基が存在することが判明し、文化財保護法第57条の6によ

る遺跡発見の通知を岐阜県教育委員会に提出し、杉ケ洞５号古墳とぎれた。

この結果をふまえて、平成12年度岐阜県埋蔵文化財発掘調査検討委員会を開催し、杉ケ洞３．５号

古墳８００㎡及び前山２号古墳300㎡の本発掘調査が必要であると決定した。

本発掘調査は、岐阜県から委託を受けた（財）岐阜県文化財保護センター（現（財）岐阜県教育文

化財団文化財保護センター）が平成12年度実施した。

第２節発掘調査の経緯

発掘調査は、杉ケ洞３．５号古墳を2000（平成12）年８月28日から2000（平成12）年１０月31日まで、

前山２号古墳を2000（平成12）年11月22日から2001（平成13）年２月13日まで実施した。

調査に際してグリッドの設定は行わず、横穴式石室の主軸と主軸に対し直交する軸により、各古墳

の横穴式石室及び墳丘を四分割して四分法により掘削することとした。

石室内の遺物は四分法に従いながら、出土地点を記録して取り上げた。また石室内の埋士をすべて

水洗いし、遺物の検出を行った。石室以外の遺物は四分法に従って取り上げた。

杉ケ洞３．５号古墳の横穴式石室を３次元計測（縮尺１／20）により（前山２号古墳の横穴式石室

は手測|)）、また全体の完掘状況を模型ラジコンヘリコプターによる空中写真測量（縮尺１／40）に

より図化・記録した。出土遺物のうち金属製品については平成13年度に保存処理を行った。

調査の経過は以下の通りである。

杉ケ洞３．５号古墳

８月８／28～９／１．重機により墳丘及び周辺部の表土掘削。

９月９／４～８．石室、墳丘及び周辺部遺構検出。

９／11～15．石室、墳丘及び周辺部遺構検出。

９／18～２２．３．５号古墳の横穴式石室及び墳丘を四分割設定し、石室内埋士掘り下げ。墳丘

及び周辺部遺構検出。１９．石室内を鉄パイプにより崩落防止措置。

９／25～29.石室内埋士掘り下げ。墳丘及び周辺部遺構検出。古墳墳丘断ち割りトレンチ掘

削。

10月１０／２～６．３号古墳石室内埋士掘り下げ、床面検出。５号古墳床面検出。４．空撮。６．



２第１章調査の経緯

南山大学・伊藤秋男教授現場指導。

10／９～１３．３．５号古墳石室内清掃、墳丘断ち割りトレンチ掘削。３号古墳墳丘西側周溝検

出。ＳＸＬ２掘削。SX2実測。

１０／16～２０．３．５号古墳横穴式石室３次元計測。３号古墳周溝掘削。

10／23～２７．３．５号古墳横穴式石室３次元計測。３号古墳周溝掘削。現地説明会準備。２９．

現地説明会。

１０／30.31．石室及び墳丘解体。現場撤収。

前山２号古墳

11月１１／22～24．重機により墳丘及び周辺部の表土掘削。石室、墳丘及び周辺部遺構検出。

１１／27～12／Ｌ横穴式石室及び墳丘を四分割設定し、石室内埋士掘り下げ。墳丘及び周辺部

遺構検出。２９．石室内を鉄パイプにより崩落防止措置。

12月１２／４～12／８．石室内理士掘り下げ。墳丘及び周辺部遺構検出。

12／11～15.石室内埋士掘り下げ。周溝掘り下げ。墳丘断ち割りトレンチ掘削。

12／18～22.石室内埋士掘り下げ。周溝掘り下げ。石室床面検出。１９．空撮。

１月１／８～12．横穴式石室実測。

２月２／８．９．現地説明会準備。１０．現地説明会。

２／12.13．石室及び墳丘解体。現場撤収。

発掘調査及び整理作業の体制は以下の通りである。

平成12年度（発掘調査）平成14年度（整理・報告書作成）

理事長服部卓郎服部卓郎

専務理事兼事務局長原隆男成戸宏二

常務理事兼経営部長二山晃福田安昭

経営部次長兼経営課長坂東隆福田照行

調査部長高橋幸仁武藤貞昭

調杳部次長武藤貞昭片桐隆彦

担当調査課長片桐隆彦高木徳彦

担当調査員澤村雄一郎澤村雄一郎

整理作業従事者小木曽美智、後藤悦子、野尻みどり、平野律子、渡邊泉



第１節周辺の地形・地質３

第２章遺跡の環境

第１節周辺の地形・地質

杉ケ洞３．５号古墳、前山２号古墳は、可児市柿田の南にある山地内に位置する。この山地は、可

児市広見から東南東方向に延びる一連の地形であり、標高250ｍ前後の比較的緩やかな山地となって

いる。可児市全域においても、北部の木曽川沿いを除いては、同じような比較的緩やかな山地が取り

囲み、その中を幅の広い谷が木曽川に向って北西～北東方向に何本も走っているという地形をなして

いる。

３基の古墳とも、標高約120ｍの高きにあり、北に広がる平地（可児川の氾濫原）とは約10ｍの比

高差がある。杉ケ洞３．５号古墳は、北西に流れる支流により削られ堆積した小規模な谷底平野上に

ある。前山２号古墳は、やや開けた谷に面した北東斜面上に位置する。

柿田の南の山地部を構成するのは、美濃帯堆積岩類・土岐花こう岩と新第三紀中新世の堆積層（可

児層群）である。可児市の南一帯に広がるやや緩やかな山地を形成しているのは可児層群であり、可

児地域に分布するのは主には中村累層、平牧累層と呼ばれる地層である。中村累層、平牧累層は、新

第三紀という割合新しい時代にできた堆積物であり、かつ溶岩のような硬固な岩石は分布しないため、

全体的に比較的削られやすい岩盤となっている。そのようなことから、山地であっても緩やかな傾斜

をつくり、また堆積物も供給しやすく、谷もやや広く、山地内に谷底平野のような小規模の平地をつ

くるといった特徴をもつ。また、扇状地もつくりやすい。

杉ケ洞３．５号古墳、前山２号古墳は、いずれも中村累層上部層を基糯としている。中村累層上

部層は凝灰質砂岩およびシルト岩からなり，礫岩や亜炭を挟むことを特徴としている。

３基の古墳に使われている石材は、主にはチャート（美濃帯堆積岩類)、花こう岩･花こう斑岩（土

岐花こう岩）であり、周囲から運び込むことができる石材である。ただし、周囲から運び込むことが

難しい石材（溶結凝灰岩）が杉ヶ洞３．５号古墳には使用されている。

第２節歴史的環境

杉ケ洞３．５号古墳、前山２号古墳が位置する可児郡御嵩町から可児市にかけての可児川の流域に

は、縄文時代から近世に至る多くの遺跡が分布している（第１図)。なかでも古墳時代の遺跡を中心

に概観する。

金ヶ崎遺跡（８）では弥生時代末から古墳時代初頭の方形周溝墓11基を確認し、多孔銅鎌も見つか

っている（早野壽人他2003)。古墳時代前期では御嵩町・伏見古墳群に属する高倉山古墳（36)、東寺

山1号古墳（23)、東寺山2号古墳（24）や前波古墳群に属する長塚古墳（10)、野中古墳（11)、西寺

山古墳（12）（前波の三シ塚）があげられ、これらの前方後方墳や前方後円墳はこの地域の首長墓と

考えられている。前波の三ツ塚は1996～1998年に発掘調杳が行われ、なかでも長塚古墳の調査では、
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第１節周辺の地形・地質５

埋葬施設（粘土榔、木棺直葬）が確認きれ、俵文鏡、石釧、管玉、ガラス玉などが見つかっている

(高橋克壽他1999)。

古墳時代後期では、今回調査を行った杉ヶ洞３．５号古墳の属する杉ヶ洞古墳群のうち1号古墳

(1)があげられる。杉ケ洞1号古墳は1973年に発掘調査が行われ、横穴式石室内から須恵器、土師器、

直刀、鉄鎌等が見つかっている（中島1973)。出土品から６世紀後半の古墳と考えられる。また、前

山古墳群は今回調査を行った1号古墳の東約200ｍに２号古墳（７）が位置している。

杉ケ洞３．５号古墳、前山２号古墳の北側に広がる柿田遺跡（43）では、弥生時代中期から古墳時

代にかけての川に囲まれた集落や水田が見つかっており、川においては木組みを基礎にして岸を固め

る護岸施設や堤防・堰の跡が確認されている。なお、柿田遺跡では古代以降の水田と溝や川、中世の

館を中心にした集落・水田とそれを取りまく川なども見つかっている。また、柿田遺跡の北側に隣接

する顔戸南遺跡（42）においても、古墳時代の集落が見つかっている（小野木2000)。

Ｉ 表周辺遺跡一覧表

「

９
０
－
２
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９
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番号 遺跡名 番号 遺跡名 番号 遺跡名

１ 杉ケ洞１号古墳（古墳） 3０ 伏見白山神社古墳（古墳） 5９ 庚申塚古墳（古墳）

２ 杉ケ洞２号古墳（古墳） ３１ 伏見廃寺（白鳳） 6０ 大平山ノ神古墳（古墳）

３ 杉ケ洞３号古墳（古墳） 3２ 伏見寺東古窯跡（奈良・平安） ６１ 神宮古墳（古墳）

４ 杉ケ洞４号古墳（古墳） 3３ 巣本古墳（古墳） 6２ 新木野古窯跡（平安）

５ 杉ケ洞５号古墳（古墳） 3４ 神崎山古墳（古墳） 6３ 大王寺南古墳（古墳）

６ 前山1号古墳（古墳） 3５ 山田横穴ｌ～７号古墳（古墳） 6４ 大王寺古墳（古墳）

７ 前山２号古墳（古墳） 3６ 高倉山古墳（古墳） 6５ 池西古墳（古墳）

８ 金ヶ崎遺跡（弥生～近世） 3７ 念事ケ平］ ￣～－ 2号古墳（古墳） 6６ 新木野群集墳（古墳）

９ 青木横穴墓（古墳） 3８ 稲荷山古墳群（古墳） 6７ 新木野古墳（古墳）

1０ 長塚古墳（古墳） 3９ 柿田古墳（古墳） 6８ 長瀬山古墳（古墳）

1１ 野中古墳（古墳） 4０ 北ケ洞１号古墳（古墳） 6９ 菖蒲池古墳（古墳）

1２ 西寺山古墳（古墳） ４１ 北ケ洞２号古墳（古墳） 7０ 真名田古墳（古墳）

1３ 長畑’ ￣～_ 2号古墳（古墳） 4２ 顔戸南遺跡（弥生～中世） ７１ 鈴ケ森古墳（古墳）

1４ 新町墓地古墳（古墳） 4３ 柿田遺跡（縄文～中世） 7２ 雷神山古墳（古墳）

1５ 桐野１号古墳（古墳） 4４ 比衣金ヶ崎古窯跡群（平安） 7３ 山の神古墳（古墳）

1６ 桐野２号古墳（古墳） 4５ 顔戸山ノ神遺跡（弥生･古墳） 7４ 天神塚古墳（古墳）

1７ 桧下古墳（古墳） 4６ 馬乗洞古窯跡（古墳） 7５ 天神ケ森古墳（古墳）

1８ 大塚古墳群（古墳） 4７ 比衣丸山古墳（古墳） 7６ キッチョ洞古墳（古墳）

1９ 小貝戸1号古墳（古墳） 4８ 打越古墳群（古墳） 7７ 今井白山神社ｌ～４号古墳(古墳）

2０ 生沢古墳（古墳） 4９ 坂本天神山古墳（古墳） 7８ 宝塚古墳（古墳）

2１ 伏見狐塚古墳（古墳） 5０ 市洞ｌ～６号古墳（古墳） 7９ 春日神社古墳（古墳）

2２ 堂根古墳（古墳） ５１ 諏訪神社（古墳） 8０ 愚渓寺天神山古墳（古墳）

２３ 東寺山1号古墳（古墳） 5２ 坂本古墳群（古墳） ８１ 禅堂平西古鬘墳（古墳）

2４ 東寺山２号古墳（古墳） 5３ 顔戸城跡（中世） 8２ 禅堂平古墳（古墳）

2５ セツ塚古墳群（古墳） 5４ 陣ケ峰群集墳（古墳） 8３ 愚渓寺稲荷古墳（古墳）

２６ しゃもじ塚古墳（古墳） 5５ 花塚古墳（古墳） 8４ 浦畑遺跡（中世～近世）

2７ 粘り塚古墳（古墳） 5６ 顔戸藤塚古墳（古墳） 8５ 上恵士城跡（中世）

2８ 大洞白山塚古墳（古墳） 5７ 栢之木経塚（近世）

2９ 新発知古墳群（古墳） 5８ 恵観寺山古墳群（古墳）
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第３章遺構と遺物

第１節遺構と遺物の概要

杉ケ洞３．５号古墳、前山２号 VZD

古墳は周辺部も含めて調査範囲

を設定している。杉ヶ洞３．５号

古墳において検出した遺構は周

溝をもつ古墳２基、３号古墳に

おいては排水溝を確認している。

周辺部からは古代の士坑１基、

近世の石組み遺構１基、士坑３

基が確認きれている（第４図)。
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また、５号古墳の石室内力､ら中

世墓の可能性もある石組み1基 第２図四分法模式図

を確認している。また前山２号古墳においては古墳１基を確認している。また、今回の調査対象で

はないが、杉ケ洞３号古墳の北側約45ｍには杉ケ洞２号古墳が位置している。

古墳については、横穴式石室の主軸と主軸に対し直交する軸により、各古墳の横穴式石室及び墳丘

を四分割して四分法により墳丘および石室をＡＢＣＤの４つに区分し、掘削した（第２図)。

出土遺物は３基の古墳（杉ケ洞３．５号古墳、前山２号古墳）に供献きれた須恵器、余属製品が横

穴式石室、周溝などから出土している。３基の古墳の石室からは、後世の混入による須恵器、灰釉陶

器、中近世陶磁器が出土している。また、古墳周辺部の遺構（近世）から近世陶磁器、古銭などが出

土している。

第２節杉ケ洞３号古墳

杉ヶ洞３号古墳は北西方向にひらく谷地形のうち、谷に対して北向きにのびる小丘陵の北端に立

地している。北側に柿田遺跡を望む。５号古墳と約20ｍの距離を隔てて隣接している。

調査以前に墳丘及び石室は破壊きれており、天井石を失い、墳丘の中央部が大きく陥没した状態で、

側壁と思われる石材が－部露出していた。墳丘の周辺部も削平を受けていた。

１墳丘（第５～７図）

墳丘は墳頂部及び墳丘裾部において削平を受けていた。墳丘の周辺部も削平を受けており、特に北

側において顕著であり、残存している墳頂部との比高差は、墳丘南側で０５ｍであるのに対し、北側

では２ｍであった。
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